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牧師 村上定幸 

≪今朝の聖書から≫『ルカによる福音書』２３：３
５～４３には、二つの対象的な“キリストの理解”が描かれて
います。二人の人として記録されていますが、実はそれは私た
ちの心の内にもある、思いをも示しています。“キリストを信
じたって何にもならない”、“お祈りして、満腹になるというな
らいくらでもしますよ”と言う人と、あるいは人の心と、４１
節で“お互は自分のやった事のむくいを受けているのだから、
こうなったのは当然だ。しかし、このかたは何も悪いことをし
たのではない”と言わせる心です。そして、私たちはキリスト
を知らなかったとき、当然“キリストなど知らない”と言いま
したし、そのほうが簡単な生き方かもしれません。何故なら“イ
エス様は救い主である”という、救いの言葉の内に留まらなく
てもよいからです。４２節で“イエスよ、あなたが御国の権威
をもっておいでになる時には、わたしを思い出してください”
と告白している悪人がいます。この悪人は、後悔と悔い改める
ことをしています。そしてキリストに救いの希望を見出してい
るのです。聖書には記録されていませんが、イエス様のことを
ののしった方の人は、“あんなヘマをどうしてしてしまったの
か”という後悔は、おそらくしたことでしょうが、このような
生き方はここで終っているのです。３０節に“イエスに悪口を
言い続けた”とありますが、教会はこのような生き方を繰り返
す世界とは関係がなく、“キリストと共にいる”という言葉で
満ちているのです。使徒行伝７：６０に“そして、ひざまずい
て、大声で叫んだ、「主よ、どうぞ、この罪を彼らに負わせな
いで下さい」。こう言って、彼は眠りについた”とステパノの
最後を書いていますが、イエス様のとりなしの祈りも、クリス
チャン全体の祈りを代表しているのです。“イエス様と共に”
と書きましたがこの言葉はルカにとっても特別に大切な言葉
で、“今日（今から）パラダイスにいる”という意味を込めて
います。死んだ後、天国に行くだろう、ということを示してい
る以上のものです。エデンの園から、神の国まで、教会は“荒
野の誘惑”と同じ、“自分を救ってみよ、どんなふうに救われ
たと言うのか！”という言葉に取り囲まれているのです。 

教会学校 毎日曜日 午前 9：00 
礼拝式 毎日曜日 午前１0：30 
 （聖餐式 第一日曜日） 
夕礼拝式 毎日曜日 午後 7：00 
エステルの会 毎水曜日  午前 10：30 
聖書研究祈祷会 毎水曜日 午後  7：00 
ホームページ  http://kusanagi.church.jp/ 


